
●５．３１（月）～６．６（日） パネル展・映像展・とろろのミニイラスト展 日本棋院一階

○６．５（土）メインイベント（日本棋院二階） 入場無料 ５月１日 受付開始

◆09:30-12:00 世界盲学校Zoom囲碁大会、級位者囲碁大会（信田成仁六段）

◆10:00-12:00 子ども入門講座（岡田結美子六段）、誰でも入門講座～一生の趣味を！（穂坂 繭三段）

◆13:00 開会式 主催者代表：木谷正道 後援団体代表：（公財）日本棋院理事長 小林 覚氏

◆記念講演 「人工知能時代、人間の脳にとっての囲碁の効用」 茂木健一郎氏（脳科学者）

◆シンポジウム

「囲碁は認知症の予防と改善に効果」 飯塚あい氏（東京都健康長寿医療センター研究所研究員）

「コミュニケーションは人間の尊厳」 古本 聡氏（（株）土屋 取締役・最高文化責任者、脳性麻痺）

柿島光晴氏（日本視覚障害者囲碁協会代表理事、全盲） 柴本礼氏（高次脳機能障害者家族、イラストレーター）

司会：吉原由香里六段（東邦大、慶大で囲碁授業を担当した。囲碁を正課とする大学は全国３５校）

◆16:０0-16:45 心のコンサート

白井崇陽（ヴァイオリニスト、全盲） 大石亜矢子（シンガーソングライター、全盲） 心の唄バンド

◆１7:00-18:30 交流会（現地会場＆Zoom、飲食なし） 棋士サイン会 撮影会 懐かしの映像

● ６月６日（日）13:00-18:30 全国Zoom囲碁大会（３クラス２４人）

囲碁は脳にとって多くの効用がある。囲碁に取り組むことで、脳のさまざまな

回路を刺激し、発達を促す。子どもならば知性はもちろん、集中して粘り強く

取り組む非認知的能力が育まれる。囲碁を始めるのは何歳からでもいい。この

文章を読んでいる今が始め時である。 令和３年４月 脳科学者 茂木健一郎

脳

武久（囲碁） jr.igo.kokura@gmail.com 080-6447-588／原（各界） kaorikai@hotmail.com 090-8569-4575
木谷 kitanimasa4@gmail.com 080-7991-4761 神奈川県平塚市桃浜町11-33-207

◎主催：心をつなぐ囲碁連絡会・（一社）日本視覚障害者囲碁協会・首都防災ウィーク実行委員会・ＮＰＯ東京いのちのポータルサイト

◎後援（予定）：日本棋院・関係省庁・千代田区・同区教育委員会・報道各社、全国特別支援学校長会・全国盲学校長会・全国聾学

校長会・日本福祉囲碁協会・日本点字図書館・東京高次脳機能障害協議会・囲碁のまち大船渡実行委員会・首都防災ウィーク

実行委員会・稲むらの火＆梧陵翁みらいトーチリレーPJ ほか

各方面に後援を依頼中です。

◎会場：日本棋院（市ヶ谷駅至近） 臨時受付を設置。入場時にマスク着用、体温申告、アルコール消毒をお願いします。

◎プレゼント：ウィズ・パーテーション（携帯ついたて）を ６月５日（土）イベント来場者全員に贈呈（二階Ａホール）

★お申込み、オンライン視聴情報は みらクルTV公式サイトへ：http://miracletv.site/

心をつなぐ囲碁～コロナに負けない！
５．３１（月）～６．６（日） 日本棋院＆みらクルTV

その魅力と謎

６.５（土）記念講演 茂木健一郎氏
「人工知能時代、人間の脳にとっての囲碁の効用」


